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りは、4月1日(月)から5月6日(月)まで開催中！　
ゴールデンウイーク期間中は、イベントも。ぜ
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主な歳入項目

◆町　　　税　　町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など
◆地方交付税　　国が、町の様々な状況に応じて交付するもの
◆国庫支出金・県支出金　　国や県から事業を行うために交付されるもの
◆町　　　債　　事業を行うために借り入れるもの
◆繰　入　金　　基金などから繰り入れるもの

自主財源とは・・・町が自主的に収入することが出来る財源のことです。
依存財源とは・・・国や県が定めた額を交付されたり、割り当てられたりする収入のことです。

　小国町総合計画を基礎とし、各種事業計画等との進行管理や整合性の確保を図ります。同時に国や県の動向も
注視しつつ、効率的な視線に立った財政運営や、独自の改革に向けた方向性を示すことに努めます。

町税
5億6,795万円
　　　（9.9％）

自主財源
13億6,724万円
　　　（24.0％）

依存財源
43億5,876万円
（76.0％）

地方交付税
23億5,000万円
（41.0％）

使用料及び手数料
1億273万円（1.8％）

諸収入他
6,502万円
（1.1％）

国庫支出金
4億1,335万円
（7.2％）

県支出金
3億9,786万円
（6.9％）

歳入総額
57億2,600万円

　　町債
10億2,280万円
（17.9％）

分担金及び負担金
　　7,920万円（1.4％）

地方消費税交付金他
9,975万円（1.7％）地方譲与税

7,500万円（1.3％）

繰越金
5,000万円（0.9％）

繰入金
5億235万円
（8.8％）

財　政

平成26年度　小国町一般会計当初予算

57億2,600万円
平成26年度の当初予算が、3月定例議会で承認されました。

平
成
26
年
度　

施
政
方
針

　
　

�
平
成
26
年
３
月
小
国
町
議
会
定
例
会
で
、北
里
耕
亮
町
長
が
平
成
26
年
度
施
政
方
針
を
述
べ
た

の
で
、小
国
町
の
財
政
と
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計：歳入予算の状況
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◆議会費
　議会の運営経費
◆総務費
　�町の行政、財産、企画、地籍、
光ファイバー、環境モデル、
税、選挙などの経費
◆民生費
　�福祉向上、障がい者・老人・
児童福祉のための経費
◆衛生費
　�各種検診、予防接種、し尿・
ごみ処理等のための経費
◆農林水産業費
　�中山間地域等直接支払、家
畜改良、循環型農業、有害
鳥獣対策、間伐材利用促進、
林道整備などの経費
◆商工費
　�ゆうステーション、リフォー
ム助成、観光振興、学びや
の里などの経費
◆土木費
　�町道維持管理、新設改良、
住宅建設などの経費
◆消防費
　�消防団、災害対策などの経費
◆教育費
　�学校管理、教育振興、学校
建設（給食センター・プー
ル・柔道場）などの経費
◆災害復旧費
　�災害復旧のための経費
◆公債費
　�借入金の返済のための経費
◆諸支出金�
　�特別会計（国保・介護・美
術館・農業集落排水・後期
高齢）への拠出金

◆義務的経費
　�その支出が義務付けられて
いるものです。
◆その他の経費
　�町が任意に支出するものや
後年に形を残さない性質の
ものなどです。
◆投資的経費
　�資本の形成に効果があり、
施設等がストックされ将来
に残るものに支出するもの
です。

総務費
9億4,589万円
（16.5％）

公債費
5億3,805万円
（9.4％）

教育費
12億3,197万円
（21.5％）

土木費
4億3,754万円
（7.6％）

商工費
8,401万円（1.5％）

消防費　
1億7,474万円（3.1％）

諸支出金
3億889万円
（5.4％）

衛生費
3億2,435万円
（5.7％） 民生費

10億9,047万円
（19.0％）

議会費
7,976万円（1.4％）

災害復旧費
532万円（0.1％）

農林水産業費
5億196万円（8.8％）

予備費
306万円（0.1％）

歳出総額
57億2,600万円

人件費
11億1,252万円
　　　（19.4％）

義務的経費
20億1,113万円
　　　（35.1％）

投資的経費
15億1,069万円
（26.3％）

その他の経費
22億418万円
（38.6％）

　公債費
5億3,805万円
（9.4％）

補助費等
11億1,497万円
　　　（19.5％）

維持補修費
2,790万円（0.5％）

積立金
577万円
（0.1％）

貸付金
342万円
（0.1％）

投資及び出資金
1万円（0.0％）

普通建設事業費
15億232万円
（26.2％）

歳出総額
57億2,600万円

繰出金
3億889万円
（5.4％）

扶助費　 
3億6,056万円
（6.3％）

災害復旧事業費
532万円（0.1％）

　物件費
7億4,321万円
（13.0％）

一般会計：歳出予算（目的別）の状況

一般会計：歳出予算（性質別）の状況
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こ
こ
か
ら
は
、各
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

条
例
・
規
則
の
Ｈ
Ｐ
で
の
公
開

　

小
国
町
の
情
報
公
開
度
を
高
め
る
一
環

と
し
て
、
例
規
（
条
例
・
規
則
）
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
、
住
民
の
利
便
性

を
図
り
ま
す
。

防
犯
・
交
通
安
全

　

交
通
の
安
全
確
保
と
犯
罪
の
未
然
防
止

及
び
省
エ
ネ
に
よ
る
環
境
保
全
を
目
的

に
、
26
年
度
も
引
き
続
き
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
を
設
置
す
る
地
域
に
対
し
て
防
犯
灯
支

給
を
行
い
ま
す
（
約
３
６
０
箇
所
程
度
を

予
定
）
。

防
災
・
消
防

　

自
主
防
災
組
織
の
充
実
を
図
る
た
め
、

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
な
ど

を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
実
施
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
大
規
模
災
害
に
備

え
、
今
年
度
も
引
き
続
き
災
害
対
策
用
備

蓄
品
等
の
配
備
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制

度
対
応
準
備

　

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度
に

つ
い
て
平
成
29
年
７
月
の
全
国
で
の
制
度

連
携
開
始
に
向
け
、
今
年
度
か
ら
本
格
的

な
準
備
段
階
に
入
り
ま
す
。

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進

　

小
国
町
の
独
特
の
地
域
資
源
を
活
用

し
、
環
境
に
配
慮
し
た
町
づ
く
り
「
地
熱

と
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
か
し
た
農
林
業
タ
ウ
ン

構
想
」
を
行
い
、
低
炭
素
化
社
会
の
実
現
に

向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、地
熱
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
熱
供
給
を
行
う「
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
創
出
モ
デ
ル
」、農
林
業
に
重
点
を

置
い
た
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
め
ざ
し
た

「
低
炭
素
型
農
林
業
活
性
化
モ
デ
ル
」、一

般
家
庭
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
地

域
活
動
に
お
い
て
削
減
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
用
型
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
モ
デ
ル
」の

３
つ
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
の
ま
ち
」を
創
造
し
ま
す
。

地
熱
の
現
状

　

町
で
は
、
岳
の
湯
・
は
げ
の
湯
地
区
に

お
い
て
、
地
熱
発
電
を
目
的
と
し
た
動
き

が
あ
り
ま
す
。
地
元
「
合
同
会
社
・
わ
い

た
会
」
に
よ
る
１
０
０
０
Ｋ
Ｗ
の
発
電
及

び
京
葉
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
２
０
０
０
Ｋ
Ｗ

の
発
電
で
す
。
京
葉
プ
ラ
ン
ト
に
お
い
て

は
、
水
源
の
協
定
書
を
町
と
協
議
中
で

す
。
ま
た
、
個
人
に
よ
る
既
存
泉
源
に
よ

る
小
規
模
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

移
住
定
住

　

小
国
町
へ
移
住
し
た
い
人
が
「
住
ま

い
」
を
探
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
、

木
魂
館
、
小
国
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
が
連
携

し
、
移
住
希
望
者
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き

る
空
き
家
情
報
の
収
集
に
努
め
ま
す
。

公
共
交
通

　

町
内
を
走
行
し
て
い
る
路
線
バ
ス
と
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
住
み
分
け
や
町
外
へ
の
交

通
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
検
討
特
別
委
員
会
の
中
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

行
政
情
報
伝
達

　

エ
フ
エ
ム
は
、
円
滑
な
放
送
の
維
持
の

た
め
、
老
朽
化
し
た
機
器
の
一
部
更
新
を

行
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
防
災
減
災
事
業
の
申
請
を

行
い
、
通
常
は
光
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
、

災
害
時
光
ケ
ー
ブ
ル
が
断
線
し
た
場
合

は
、
Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
を
活
用
す
る
屋
外
放

送
施
設
の
更
新
を
行
う
予
定
で
す
。

観
光
振
興

　

北
里
研
究
所
の
寄
附
の
も
と
、
改
修
工

事
３
年
目
を
迎
え
る
北
里
柴
三
郎
記
念
館

が
今
年
の
10
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
町
と
し
て
も
研
究
所
に
敬
意
を
こ

め
た
開
館
式
典
を
計
画
し
、
今
後
の
来
館

者
の
増
加
を
め
ざ
し
ま
す
。

杖
立
温
泉
の
蒸
し
湯
や
湯
治
ス
タ
イ
ル
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
わ
い
た
温
泉
郷
と
共

に
、
良
質
で
豊
か
な
温
泉
の
町
お
ぐ
に
と

し
て
、
一
味
違
う
温
泉
フ
ァ
ン
の
来
訪
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

南
小
国
町
と
連
携
を
密
に
し
、
共
同
し

た
小
国
郷
観
光
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

農
業
振
興

　

今
年
度
か
ら
「
経
営
所
得
安
定
対
策
事

業
」
が
見
直
さ
れ
、
米
の
直
接
支
払
交
付

金
が
削
減
さ
れ
る
な
ど
農
業
政
策
が
大
き

く
転
換
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
「
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
」
に
取

り
組
み
持
続
的
な
農
業
経
営
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
後
継
者
の
育
成
確
保
の
た
め
の

活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

畜
産
振
興

　

小
国
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ

ン
ド
化
の
検
討
と
肉
用
牛
と
共
に
耕
畜
連

携
に
よ
る
飼
料
づ
く
り
の
推
進
と
草
地
維

持
な
ど
に
よ
る
自
然
景
観
保
全
も
引
き
続

き
支
援
し
、
小
国
畜
産
業
の
さ
ら
な
る
ブ

ラ
ン
ド
化
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。　
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担
い
手
育
成
推
進

　

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
農
業
後
継
者

不
足
を
支
援
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
新

た
に
若
手
農
業
者
組
織
を
支
援
す
る
と
共

に
、
専
業
農
家
の
親
元
に
就
農
す
る
新
規

農
業
者
に
対
し
て
一
定
の
期
間
助
成
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

循
環
型
農
業

　

薬
味
野
菜
の
里
小
国
を
含
め
た
産
業
活

性
化
の
た
め
の
「
循
環
型
農
業
」
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
は
町
内
か
ら
出
る
食
物
残

差
を
活
用
し
た
小
国
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
堆
肥

の
販
売
を
行
い
、
安
心
安
全
を
売
り
に
し

た
薬
味
野
菜
の
生
産
か
ら
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
へ
の
販
売
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

�

有
害
鳥
獣
対
策

　

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
等
に
よ
る
荒
廃
農
林
地
の
増
加
に
伴

い
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度

も
、
引
き
続
き
「
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
補
助

金
」
、
「
野
生
動
物
生
息
数
適
正
管
理
助
成

金
」
、
「
有
害
鳥
獣
駆
除
補
助
金
」
、
「
有

害
鳥
獣
防
除
柵
設
置
事
業
」
に
よ
り
被
害
の

縮
小
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

林
業
振
興

　

林
齢
の
平
準
化
や
集
約
施
業
、
林
業
担

い
手
育
成
対
策
、
販
路
拡
大
を
目
的
と
し

た
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
木
育
事
業
も

さ
ら
に
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

小
国
杉
の
良
さ
と
付
加
価
値
を
広
め
な
が

ら
、
今
後
も
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、

環
境
に
配
慮
し
た
適
正
な
管
理
に
よ
る
森

林
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

商
工
振
興

　

農
商
工
連
携
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
う
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
整
備
の
た

め
の
実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
商
工
業
者
へ
の
設
備
投
資
に
対
す
る

利
子
補
給
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
と
共

に
、
昨
年
か
ら
始
め
た
「
小
国
町
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
」
に
よ
る
町
内
居
住

者
の
住
環
境
の
整
備
と
併
せ
て
商
工
業
者

の
仕
事
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

団
体
営
土
地
改
良
事
業
費

　

国
の
農
業
農
村
整
備
事
業
交
付
金
を
活

用
し
、
今
年
度
４
地
区
の
水
路
整
備
工
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

林
道
費

　

県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
高
花
線
と

岩
ノ
上
線
の
舗
装
工
事
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

道
路
維
持
費

　

「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ

き
、
老
朽
化
し
た
橋
の
架
け
替
え
工
事
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
道
の
側

溝
、
排
水
施
設
、
路
側
、
法
面
等
の
維
持

工
事
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
新
設
改
良
費

　

町
道
改
良
は
、
引
き
続
き
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
並
び
に
電
源
立
地
交
付
金

等
を
活
用
し
、
本
年
度
は
下
滴
水
線
、
小

原
田
寺
尾
野
線
、
明
里
線
、
石
井
尾
園

線
、
対
岸
線
、
蓬
莱
線
（
歩
道
）
、
以
上

６
路
線
の
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

住
宅
管
理
費

　

引
き
続
き
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
て
、
老
朽
化
し
た
住
宅
の
解
体

撤
去
と
柏
田
住
宅
の
浴
室
改
修
に
取
り
組

ん
で
い
く
計
画
で
す
。

住
宅
建
設
費

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し

て
、
既
存
の
倉
原
住
宅
地
に
お
け
る
建
て

替
え
の
設
計
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

　

平
成
20
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
老
朽
化

し
た
配
水
管
の
布
設
替
工
事
を
、
今
年
度

も
引
き
続
き
宮
原
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

地
籍
調
査

　

大
字
黒
渕
の
杉
平
、
手
水
野
、
室
原
な

ど
Ａ
＝
６
．
４
３
Ｋ
㎡
の
一
筆
地
調
査
及

び
測
量
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
実
施
し
た
一
筆
地
調
査
地
の

地
籍
図
の
閲
覧
及
び
地
籍
簿
の
作
成
を
行

な
い
ま
す
。

徴　
　

収

　

昨
年
度
か
ら
行
な
っ
て
い
る
阿
蘇
郡
市

全
体
７
市
町
村
に
よ
る
併
任
徴
収
に
お
い

て
、
今
年
度
も
更
に
連
携
を
深
め
共
同
し

て
納
税
の
公
平
性
を
図
る
た
め
税
収
納
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

行
政
相
談

　

消
費
生
活
相
談
は
安
全
・
安
心
な
消
費

生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
、
熊
本
県
消
費

者
行
政
活
性
化
基
金
を
活
用
し
て
消
費
生

活
相
談
窓
口
の
体
制
を
今
後
も
継
続
し
、

相
談
体
制
の
維
持
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

人
権
啓
発

　

隣
保
館
交
流
促
進
事
業
（
ふ
れ
あ
い
教

室
等
）
や
隣
保
館
開
設
20
周
年
記
念
の
人

権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
各
種
人
権
研

修
会
等
を
開
催
し
、
町
民
の
人
権
教
育
及

び
人
権
啓
発
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

社
会
福
祉

　

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
協
議
会

等
と
連
携
し
、
地
域
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
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を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
障
害
者

や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
平
常

時
の
安
否
確
認
と
と
も
に
災
害
時
の
要
援

護
者
対
策
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕

組
み
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

消
費
税
増
税
に
伴
う
対
策
と
し
て
、
臨

時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
特
例
給
付

金
に
関
す
る
事
務
を
、
遅
滞
な
く
進
め
て

い
き
ま
す
。

障
害
者
福
祉

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
悠
愛
の
支
援
体
制

が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
第

４
期
障
害
者
福
祉
計
画
を
作
成
し
、
さ
ら

に
き
め
細
や
か
な
障
害
者
福
祉
政
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
阿
蘇
郡
市
内
の

他
の
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
相
談
支

援
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

老
人
福
祉
・
介
護
保
険

　

本
年
度
は
、
介
護
保
険
制
度
の
大
き
な

改
革
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
的
確
な
情
報
収

集
と
十
分
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
介
護
予
防
健

診
の
実
施
に
よ
り
要
支
援
・
要
介
護
に
な

る
お
そ
れ
の
高
い
高
齢
者
を
で
き
る
だ
け

早
く
把
握
す
る
と
と
も
に
、
は
つ
ら
つ
運

動
教
室
、
元
気
ク
ラ
ブ
（
13
箇
所
）
の
運

営
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
、
介
護
予
防
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
木
野
里
荘
の
運
営

は
、
旧
小
国
学
園
の
時
の
よ
う
に
、
小
国

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
事
業
譲
渡
が
で
き

な
い
か
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

児
童
福
祉

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
を
策
定
し
、

平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
、
「
子
ど

も
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
対
応
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

児
童
虐
待
防
止
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り

　

本
年
度
も
、
住
民
健
診
の
充
実
を
図

り
、
健
診
を
受
け
や
す
い
工
夫
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
が
ん
検
診
は
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
の
利
用
を
促
進
す
る
な
ど
に
よ
り
、
受

診
者
の
増
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
特
定
健

診
や
保
健
指
導
、
重
症
化
予
防
の
た
め
健

診
受
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
も
、
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
、
小
中
学
校
で
も
フ
ッ

化
物
洗
口
を
開
始
す
る
な
ど
、
歯
科
保
健

の
充
実
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

感
染
症
対
策

　

本
年
度
は
、
水
痘
、
成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
が
、
任
意
接
種
か
ら
定
期
接
種

化
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
保
護
者
へ
の
適

切
な
情
報
提
供
と
、
町
内
外
の
医
療
機
関

と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
希
望
者
が

適
切
に
接
種
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
い
き

ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　

国
民
健
康
保
険
は
、
前
期
高
齢
者
の
増

加
に
伴
い
、
療
養
給
付
費
の
増
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。
健
全
な
会
計
運
営
の
た
め
に

も
、
特
定
健
診
の
健
診
率
向
上
や
特
定
保

健
指
導
の
充
実
な
ど
、
保
健
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

保
育
園
・
子
育
て
支
援
拠
点

　

年
々
、
０
・
１
歳
児
の
入
園
希
望
が
多

い
も
の
の
全
体
の
園
児
数
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
を

大
切
に
し
た
保
育
を
基
に
、
今
年
度
か
ら

木
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
木
に
触
れ
合

い
な
が
ら
木
の
温
か
さ
を
感
じ
、
木
や
山

に
関
心
を
持
ち
、
小
国
の
環
境
を
活
か
し

た
木
育
を
始
め
ま
す
。
今
年
度
は
子
育
て

支
援
拠
点
を
中
心
に
木
製
遊
具
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
４
園
の
現
状
や
将
来
を
見

据
え
、
施
設
の
改
築
や
統
合
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
ま
す
。

学
校
教
育

　

小
国
型
小
・
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん

で
６
年
目
。
「
英
会
話
科
」
「
小
国
学
」

「
確
か
な
学
力
の
向
上
」
を
中
核
に
据
え

た
小
国
型
教
育
の
推
進
は
、
学
校
生
活
の

中
で
、
落
ち
着
い
て
勉
強
、
運
動
に
取
り

組
む
こ
と
が
出
来
、
確
実
に
そ
の
成
果
が

表
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
整
備
と
し
て
、
給
食�

セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
施
設
、
小
・
中
学
校

併
用
プ
ー
ル
、
柔
道
場
建
設
を
行
い
ま

す
。
柔
道
場
は
、
地
元
産
材
の
積
極
的
な

活
用
を
図
り
ま
す
。
小
国
高
校
に
対
し
て

は
、
今
年
も
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
（
高

校
の
魅
力
や
、
学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、

進
学
や
就
職
の
充
実
を
図
る
）
の
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育

　

今
年
は
小
国
町
林
間
広
場
で
、
全
日
本

中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
小
国
町
も
こ
の
大
会
が
、
大
成
功
に

終
わ
る
よ
う
み
ん
な
で
協
力
し
て
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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“
そ
の
差
！�

わ
ず
か
１
秒
！
”

第
37
回
大
字
対
抗
駅
伝
大
会

宮
八
が
３
連
覇
で
、最
多
優
勝
回
数

（
10
回
）も
塗
り
替
え
る

　

毎
年
恒
例
の
大
字
対
抗
駅
伝
大
会

が
、３
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大

会
前
に
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
開
催
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、大
会
当
日
は
、寒
さ

も
和
ら
ぎ
、絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
で
ス
タ
ー
ト
。

　

今
年
は
、各
大
字
か
ら
８
チ
ー
ム
、

オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
て
４
チ
ー
ム
が
出

場
し
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
半
戦
は
、下
城
が
１
区
か
ら
３
区

ま
で
区
間
１
位
の
走
り
を
見
せ
一
歩

リ
ー
ド
。そ
れ
を
他
の
チ
ー
ム
が
追
う
展

開
と
な
り
ま
し
た
が
、中
盤
か
ら
終
盤
に

か
け
安
定
し
た
走
り
を
見
せ
た
宮
八
が

１
位
で
ゴ
ー
ル
、２
位
に
西
里
、３
位
に

黒
渕
と
続
き
ま
し
た
。

　

後
半
戦
は
、前
半
戦
と
違
い
、序
盤
か

ら
順
位
が
入
れ
替
わ
る
展
開
。序
盤
は

北
里
、西
里
、宮
八
の
競
り
合
い
、中
盤
で

は
倉
原
が
追
い
上
げ
一
時
ト
ッ
プ
と
な
り

ま
し
た
が
、終
盤
に
か
け
一
気
に
追
い
上

げ
を
見
せ
た
西
里
が
抜
け
出
し
、そ
の

ま
ま
ゴ
ー
ル
。後
半
戦
を
制
し
ま
し
た
。

総
合
で
は
大
接
戦
の
末
、宮
八
が
制
し
、

昨
年
に
続
い
て
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

総
合
タ
イ
ム
で
も
、宮
八
が
前
回
の
４

秒
差
に
続
き
、今
回
は
１
秒
差
で
２
位
の

西
里
を
退
け
て
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

大
会
運
営
に
ご
協
力
頂
い
た
消
防
署
、

警
察
署
を
は
じ
め
、交
通
指
導
隊
、交
通

整
理
員
、各
チ
ー
ム
の
世
話
人
の
み
な
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
総
合
順
位

　

優　

勝　

宮
八　

１
時
間
34
分
59
秒

　

準
優
勝　

西
里　

１
時
間
35
分
00
秒

　

３　

位　

黒
渕　

１
時
間
36
分
56
秒

　

４　

位　

北
里

　

５　

位　

下
城

　

６　

位　

上
田

◆
前
半
順
位

　

１　

位　

宮
八

　

２　

位　

西
里

　

３　

位　

黒
渕

◆
後
半
順
位

　

１　

位　

西
里

　

２　

位　

北
里

　

３　

位　

黒
渕

◆
前
半
区
間
賞

　

１
区　

石
橋
忠
範（
下
城
）

　

２
区　

渡
邉
誠
次（
下
城
）

　

３
区　

山
中
聖
志
朗（
下
城
）

　

４
区　

穴
井
晃
太（
殿
町
）

　

５
区　

髙
野
正
義（
黒
渕
）

　

６
区　

河
津　

勝（
宮
八
）

　

７
区　

秋
吉
玲
志（
上
田
）

　

８
区　

綿
貫
純
也（
宮
八
）

　

９
区　

北
里
真
由（
北
里
）

　

10
区　

室
原
佳
恵（
黒
渕
）

◆
後
半
区
間
賞

　

１
区　

江
藤
哲
太（
北
里
）

　

２
区　

上
野
珠
実（
殿
町
）

　

３
区　

髙
野　

瞬（
宮
八
）

　

４
区　

時
松
祐
次（
北
里
）

　

５
区　

秋
吉
信
宏（
上
田
）

　

６
区　

飯
沼
こ
こ
ろ（
倉
原
駅
伝
部
）

　

７
区　

坂
田
英
之（
宮
八
）

　

８
区　

秋
吉　

舞（
西
里
）

　

９
区　

二
田
水
良
一（
西
里
）

新人職員紹介
建設課　河津　剛 福祉課　髙村沙央里 保育園　穴井敏一

　生まれ育ったここ
小国町で住民のみな
さんとともに明るく元
気にもっと盛り上げて
いきたいと思います。

そして、小国町に必要な人材になれ
るよう頑張りますのでよろしくお願
いします。

　生まれ育った小国
で働くことができ、とて
も嬉しく、誇りに思っ
ています。まだ慣れな
い面もありますので、
日々勉強しながら覚え

ていきたいと思います。そして、いろ
んな人から必要とされ、頼られるよう
な人になりたいです。精一杯頑張りま
す。よろしくお願いします。

　男性保育士は少し
珍しいですが、高校ま
で続けていた野球で
培った体力を活かし
て、子どもたちの遊び
をリードできる保育士

になりたいと思っています。まだまだ
分からないことばかりですが、保護者
や小国町の方々に信頼されるよう頑
張りたいです。
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新
し
い
展
覧
会
が
始
ま
り
ま
し
た

「
す
べ
て
は
自
然
か
ら
教
わ
っ
た　

���

―
坂
本
善
三
の
芸
術
論
―
」

　

坂
本
善
三
美
術
館
で
は
現
在「
す
べ

て
は
自
然
か
ら
教
わ
っ
た　

―
坂
本
善

三
の
芸
術
論
―
」と
い
う
展
覧
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

善
三
先
生
は
、戦
後
内
牧
に
住
ん
で

い
る
と
き
に
、外
輪
山
の
上
か
ら
阿
蘇

全
体
の
雄
大
な
風
景
を
毎
日
眺
め
続

け
、一
つ
の
真
理
の
よ
う
な
も
の
を
つ
か

み
取
り
ま
す
。「
自
然
の
中
に
存
在
す
る

す
べ
て
の
も
の
は
、ど
れ
も
同
じ
大
事

さ
で
存
在
し
て
い
る
の
だ
」と
い
う
こ

と
で
す
。

　

言
葉
に
出
し
て
み
る
と
当
た
り
前
に

�

聞
こ
え
ま
す
が
、実
は
、抽
象
画
の
本
質

と
通
じ
る
考
え
方
な
の
で
す
。た
と
え

ば
、根
子
岳
の
絵
を
描
い
た
ら
、根
子

岳
が
主
題
で
空
は
背
景
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。し
か
し
、自
然
の
中
に
お
い

て
、根
子
岳
が
空
よ
り
も
重
要
だ
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ど
ち
ら
も
等

し
い
存
在
価
値
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。そ
ん
な
自
然
の
摂
理
を
そ
の
ま
ま

作
品
に
し
た
の
が
抽
象
画
な
の
で
す
。

抽
象
画
は
、「
○
○
の
形
」と
い
う
よ
う

な
は
っ
き
り
分
か
る
形
が
な
い
代
わ
り

に
、ど
れ
が
主
題
で
ど
れ
が
背
景
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。画
面
上
が
ど

こ
を
と
っ
て
も
同
じ
大
事
さ
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。善
三
先
生
の
抽
象
画
は
、阿

蘇
か
ら
教
わ
っ
た
自
然
の
摂
理
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

美
術
教
室
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

坂
本
善
三
美
術
館
で
は
、今
年
も｢

美
術

教
室｣

を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
坂
本
善
三
美
術
館　

　

☎
４
６-

５
７
３
２

第
65
回
卒
業
証
書
授
与
式

　

小
国
高
校
の
卒
業
式
が
３
月
１
日
に

行
わ
れ
、男
子
28
人
、女
子
39
人
、計
67

人
が
多
く
の
来
賓
や
保
護
者
が
見
守
る

中
、３
年
間
を
過
ご
し
た
学
び
舎
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

学
校
長
が
、「
江
戸
末
期
の
篤
農
家
で

あ
る
二
宮
尊
徳
は
、『
大
事
を
成
さ
ん
と

欲
せ
ば
、小
さ
な
る
こ
と
を
お
こ
た
ら

ず
勤
べ
し
』と
言
っ
て
い
る
。本
校
で
日

ご
ろ
大
切
に
し
て
い
る『
凡
事
徹
底
』と

重
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お

い
て
も
こ
れ
は
変
わ
る
こ
と
の
な
い
も

の
で
し
ょ
う
。志
を
高
く
掲
げ
て
、努
力

を
続
け
、失
敗
を
恐
れ
ず
積
極
的
に
挑

戦
し
続
け
て
く
だ
さ
い
」と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
代
表
の
磯
﨑
結
衣
さ
ん
は
、

「
私
た
ち
を
18
年
間
大
切
に
育
て
て
く

れ
た
保
護
者
の
皆
様
、い
つ
も
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
私
た
ち

の
後
ろ
姿
は
皆
様
の
目
に
ど
の
よ
う
に

映
っ
て
い
ま
す
か
。小
学
校
、中
学
校
を

卒
業
し
た
と
き
、そ
し
て
こ
の
小
国
高

校
に
入
学
し
た
と
き
よ
り
も
大
き
く
、

頼
も
し
く
な
っ
て
い
ま
す
か
？　

ま
だ

ま
だ
心
配
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。で
も
、私
た
ち
の
力
を
信
じ
て
、こ

れ
か
ら
も
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。凡
事

徹
底
の
言
葉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、コ

ツ
コ
ツ
と
努
力
を
積
み
重
ね
、皆
さ
ん

の
耳
に
私
た
ち
の
活
躍
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
、頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」と
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。４
月
か
ら
新
し
い
生

活
が
始
ま
り
ま
す
が
、元
気
に
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
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主
人
公
と
そ
の
家
族
の
姿
を
軸
と
し
た

物
語
。来
場
し
た
約
２
百
人
の
中
に
は
、

坂
本
さ
ん
の
経
験
談
を
題
材
と
し
た
絵

本『
い
の
ち
を
い
た
だ
く
』を
読
ん
だ
こ

と
の
あ
る
方
や
坂
本
さ
ん
の
講
話
を
聴

い
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
く
、大
人
に

も
子
ど
も
に
も
身
近
な
テ
ー
マ
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
来
場
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す

◎�

命
、仕
事
、家
族
、見
え
な
い
物
、聞
こ
え

な
い
声
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
ま

し
た
。大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
を

守
り
、広
げ
て
い
け
る
人
に
な
り
た
い
。

◎�
私
の
小
さ
い
時
に
も
牛
を
飼
っ
て
い

て
、私
も
養
っ
て
い
た
の
で
、坂
本
さ

ん
の
よ
う
な
思
い
で
命
を
肉
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
に
感
動
し
、

自
分
も
そ
ん
な
生
き
方
が
し
た
い
と

思
い
ま
す
。き
つ
い
こ
と
も
あ
る
け

れ
ど
、み
ん
な
の
笑
顔
が
み
た
い
か

ら
…
自
分
が
気
持
ち
の
い
い
生
き
方

を
し
た
い
か
ら
、一
つ
ひ
と
つ
向
き

合
っ
て
い
き
ま
す
。

◎�

心
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
ま
し

た
。と
な
り
で
号
泣
す
る
息
子
を
見

て
、そ
の
涙
で
ま
た
、心
が
あ
ら
わ
れ

ま
し
た
。

◎�

ぼ
く
は
、動
物
や
鳥
や
虫
や
魚
を
大

切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。な
の

で
、ぼ
く
は
、食
べ
物
を
残
さ
ず
食
べ

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

小
国
郷
の
有
志
を
中
心
に
結
成
さ
れ

た
人
権
劇
団
光
座
の
公
演
が
３
月
８

日
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
情
報
企
画
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

光
座
は
小
学
生
か
ら
60
歳
代
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
様
々
な
職
種
の
メ
ン

バ
ー
で
組
織
さ
れ
、今
年
で
８
回
目
。た

く
さ
ん
の
想
い
を
持
っ
て
結
集
し
、仕
事

が
終
わ
っ
た
夜
に
集
ま
り
練
習
を
重
ね

て
、公
演
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
配
布
さ
れ
た
光
座
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は「
光
座
に
は
、座
員
の
す
べ

て
の
人
に『
居
場
所
』と『
出
番
』『
役
割
』

が
あ
り
、誰
か
を
頼
り
、誰
か
ら
か
頼
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
、五
感
を
通
し
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。」と
の
一
文
が
あ
り
、こ
の
経
験

も
、自
分
自
身
を
見
つ
め
る
き
っ
か
け
と

な
り
、ま
た
、人
に
対
し
て
や
さ
し
く
な

れ
る
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
、再
演
さ
れ
た「
ひ
ゃ
く
ま
ん
つ

ぶ
の
涙
」は
、熊
本
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
に

勤
め
る
坂
本
義
喜
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
、

�

小
国
郷
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

小
国
郷
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
３
月

９
日
、
小
国
町
隣
保
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

人
事
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

多
方
面
で
活
躍
中
の
中
野
ひ
ろ
み
さ
ん
を
招

き
、『
動
き
は
じ
め
た
女
性
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
』

と
題
し
、
主
に
日
本
人
の
価
値
観
の
変
化
、

そ
し
て
生
き
て
ゆ
く
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

加
え
、
男
女
で
の
発
想
原
点
の
違
い
や
、
女

性
の
生
き
方
に
つ
い
て
も
熱
く
講
演
。
海
外

勤
務
経
験
で
の
気
づ
き
や
今
の
時
代
の
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
。

　

特
に
小
話
『
人
生
を
愉
し
む
』
や
『
愛
の

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
』
理
論
で
は
、
会
場
中
に

共
感
の
頷
き
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

「
物
事
は
考
え
方
次
第
…
人
生
は
い
く
ら
で

も
愉
し
く
な
る
」、「
過
去
と
相
手
は
変
え
ら

れ
な
い
。
で
も
、
未
来
は
変
え
ら
れ
る
」
と

の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

人
権
劇
団「
光
座
」第
８
回
公
演
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春
の
小
国
杉
優
良
材
市
が
３
月
17
日
に

若
宮
共
販
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
40
社
近
く
の
買
上
業
者
が
参
加
。

　

３
月
は
、
数
十
年
ぶ
り
の
大
雪
や
雨
の

影
響
で
昨
年
よ
り
販
売
数
量
は
昨
年
を
下

回
り
ま
し
た
が
、
大
型
工
場
へ
の
特
約
販

売
も
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、

価
格
安
定
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
市
場
よ
り
高
め
の
相
場
で
取
引

さ
れ
て
い
る
の
で
、
出
荷
希
望
者
は
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
皆
様
の
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
ま
た
、
有
利
販
売
が
で
き
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

[

ス
ギ]　
　

・
６
ｍ
φ
58
㎝

　

１
立
方
当
り　

４
万
５
千
円

・
４
ｍ
φ
58
㎝

　

１
立
方
当
り　

４
万
５
千
円

[

ヒ
ノ
キ]

・
８
ｍ
φ
28
㎝

　

１
立
方
当
り　

３
万
円

　

次
回
の
優
良
市
は
、
５
月
16
日
に
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

間
伐
補
助
金
の
対
象
に
な
る
間
伐
率

が
、
20
～
40
％
に
な
り
ま
す
。
こ
の
条
件

に
合
わ
な
い
箇
所
は
、
対
象
に
な
ら
な
い

の
で
間
伐
率
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

181

木
材
価
格
の
状
況

優
良
材
の
高
値
は
次
の
と
お
り

造
林・間
伐
作
業
に
関
す
る
注
意
事
項

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 3月3日 3月17日
販　売　数　量 914㎥ 2,029㎥
販　売　金　額 9,785千円 24,441千円
総　　平　　均 10,701円 12,043円

樹種 長さ 直 径 直　材 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

�10～13 10,590 10,690 10,780 19,000
14 11,200 12,100 12,400 12,600

16～18 12,450 12,980 13,150 13,890
20～22 13,700 13,800 14,300 15,290
�24～28 14,480 15,700 15,310 16,300
30cm上 12,670 14,100 15,060 45,000

3m

10～13 ------ ------ 8,390 8,390
14 12,300 12,300 11,500 11,500

16～18 12,980 14,600 12,660 14,600
20～22 14,380 14,500 13,630 14,300
�24～28 14,320 14,600 14,160 14,290
30cm上 15,400 15,600 13,430 16,500

2m 16cm上 5,000 5,000 5,000 5,000

6m
14～18 ------ ------ ------ ------
20～28 16,290 16,900 14,160 14,700
30cm上 ------ ------ 16,600 45,500

桧 4m
10～18 ------ ------ 13,860 17,800
20～28 ------ ------ ��18,000 18,600
30cm上 ------ ------ 18,700 26,200

　

こ
の
度
、
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
お
礼
と
と
も
に
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

◎
香
典
返
し
と
し
て

　

宮
原
関
田　
　
　

吉
井　

英
子
様

　
　
　
　
　
　
　
　

故
人　

キ
ヨ
様

　

下
城
池
鶴　
　
　

三
笘　

栄
祐
様

　
　
　
　
　
　
　
　

故
人　

武
祐
様

　

宮
原
下
広
瀬　
　

松
﨑　

英
之
進
様

　
　
　
　
　
　
　
　

故
人　

マ
キ
ヨ
様

　

宮
原
５
０
８-

５　

佐
藤　

幸
紀
様

　
　
　
　
　
　
　
　

故
人　

忠
袈
様

◎
寄
付
と
し
て

　

小
国
高
校
生
徒
会　

様

  （
小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

バ
ザ
ー
収
益
金
）

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金

は
、
小
国
町
の
社
会
福
祉
事
業
に
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

社

協

告

知

板
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阿蘇世界文化遺産リレーコラム  ～ 守っていきたいわがまちの景観と人々 ～

後期高齢者医療被保険者のみなさんへお知らせ

　小国町には30年前までの30年間、鉄道が走っていたことをご存知でしょうか。小国町を走っていたの
は、旧日本国有鉄道（国鉄）の「宮原線（みやのはるせん）」です。
　宮原線は、佐賀県、福岡県、熊本県、大分県を鉄道で結ぶという壮大な計画の一部であり、戦前から部
分開通していました。しかし、戦争の激化や資材不足などのため事業が停止。戦後に事業再開され、昭和
29年に小国町宮原から大分県恵良までの６つの駅を結ぶ、全線26.6キロが開通しました。農林業への活用
が期待された宮原線でしたが行き止まり路線だったこともあり利用がのびず、国鉄の経営改善も重なった
結果、昭和59年に全線廃止となりました。全線開通していた期間は、30年間でした。
　宮原線の線路跡は、現在、一部分が遊歩道として整備されています。遊歩道は、北里柴三郎記念館から
宮原まで約４キロの距離があり、途中、鉄道のために造られたトンネルのなかや、アーチ橋のうえを歩い
ていくことができます。遊歩道にあるアーチ橋のひとつ、『幸野川橋梁』は、骨組みに鉄筋ではなく竹を
使った「竹筋橋」であると言われています。優美なアーチを描くこの橋が、雄大な自然のなかに立つ姿
は、建築物と自然との調和を感じさせてくれます。（平成14年　国登録有形文化財）

後 期 高 齢 者 医 療 制 度 の 対 象 者
75歳以上の人（75歳の誕生日から自動的に加入）
65歳から74歳までの人で、一定の障がいがある人（市（区）町村に申請し、広域連合の認定を
受けた日から加入）

平成26･27年度の保険料率が決定しました
後期高齢者医療制度の保険料は、2年ごとに見直されます
　　　　　平成26年度･27年度保険料率
　　　　　均等率額　47,900円　　　所得割率　9.26％
保険料額（年額）＝均等割額（47,900円）＋所得割額{（総所得金額等－33万円）×（9.26％）}
　※上限額が年額55万円から57万円へ変更となりました。

平成26年度後期高齢者医療保険料の納め方
後期高齢者医療保険料は、特別徴収(年金からの差引)または普通徴収（納付書または口座振替）
により、納めることになります。
◎特別徴収の人　平成26年4月から、年金からの差引きにより保険料を納める。
◎普通徴収の人　平成26年7月から、納付書または口座振替により保険料を納める。

　上記の宮原線のような線路跡や、工場、港等「人々が営んできた
産業の姿を今に残す」施設は、現役で稼働しているものや既に役割
を終えたものを含めて「産業遺産」と呼ばれています。
　今回、世界文化遺産として国からユネスコへ推薦された「明治日
本の産業革命遺産（本県の万田坑・三角西港を含む）」も「産業遺
産」の集合体であり、稼動している工場・港等を含む世界遺産の新
しいジャンルとして、最近注目されてきています。世界遺産という
と、「厳しい保護・保全」が注目されがちですが、地域の生活・産
業と密接に結びついているものについては、お互いバランスをとる
ことが可能なシステムとなっています。

担当：小国町

「 世 界 遺 産 こ ぼ れ 話 」－世界遺産と草原の保全・再生－

鉄道が残した「幸野川橋梁」
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
の
街
・
小
国
郷

168

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

230

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
表
彰

　

全
国
火
災
予
防
運
動（
３
月
１
日
～
７

日
）の
実
施
に
伴
い
、防
火
思
想
の
普
及
啓

発
の
た
め
、阿
蘇
郡
市
の
小
学
四
年
生
を

対
象
に
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、小
国
小
学
校
か
ら
１
作
品

が
入
賞
し
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
賞
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◇
努
力
賞

　

佐
藤　

修
次
さ
ん

大
字
対
抗
駅
伝
大
会

北
部
分
署
チ
ー
ム
初
参
加

　

３
月
２
日
に
毎
年
恒
例
の
大
字
対
抗
駅

伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、北
部
分
署
チ
ー
ム

が
オ
ー
プ
ン
参
加
枠
で
初
出
場
。こ
れ
は

全
国
一
斉
春
の
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に

伴
い
、地
域
住
民
の
皆
様
に
火
災
予
防
の

啓
発
を
目
的
と
し
て
、後
半
の
部
の
み
参

加
し
ま
し
た
。　　

　

出
場
し
た
隊
員
全
員
が
一
丸
と
な
り

ゴ
ー
ル
ま
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、火
災
予

防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
ご

声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

銃
砲
の
一
斉
検
査

　

　

次
の
日
程
で
、銃
砲（
猟
銃
・
狩
猟
刀
）の

一
斉
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

通
知
書
記
載
内
容
を
確
認
の
上
、受
検

し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
持
者
は
、受
検
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、通
知
書
を

ご
覧
の
上
、必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
小
国
町

　

４
月
16
日(

水)

　

午
前
９
時
半
か
ら
正
午
ま
で

　

小
国
警
察
署
３
階
会
議
室

◇
予
備
日

　

４
月
18
日(

金)

　

午
前
９
時
半
か
ら
11
時
半
ま
で

　

小
国
警
察
署

愛
車
に
カ
ギ
か
け
し
て
ま
す
か
？

　
「
自
転
車（
バ
イ
ク
）を
盗
ま
れ
た
」、「
車

上
ね
ら
い
の
被
害
に
遭
っ
た
」と
い
う
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、そ
う
い
う
人
の
話
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ほ
ん
の
少
し
の
時
間
だ
か
ら
と
、カ
ギ

を
か
け
ず
に
、ま
た
は
カ
ギ
を
つ
け
た
ま

ま
、そ
の
場
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
し
て
い

ま
せ
ん
か
。　

盗
ま
れ
て
か
ら
後
悔
す
る

よ
り
、カ
ギ
か
け
の
習
慣
を
身
に
つ
け
て

盗
難
の
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

※
自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
に
は
、前
カ

ゴ
な
ど
に
荷
物
を
置
い
た
ま
ま
に
し
な
い

こ
と
も
重
要
で
す
。

※
自
転
車（
バ
イ
ク
）と
同
じ
く
、自
動
車

か
ら
離
れ
る
と
き
に
も
、カ
ギ
か
け
の
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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防災・防犯

通報・相談先 
46-2110



　　　
あみだ杉の館　　46-3310

開館時間：月曜～土曜10時から18時
休館日 ： 日曜　祝祭日

雨ふる本屋／日向理恵子
　おつかいの帰り、雨に降られた少女が図
書館に入ると、そこにはカタツムリが。後を
追うと、着いたのは雨ふる本屋。ここにある
本は、人間に忘れ去られた物語に、雨をか
けてできあがるんだそう。しかし、最近うま
くできない。そこで、少女は原因を調べに行
くことに…。小学校中学年から。大人も楽し
めるファンタジー。

雪だるまの雪子ちゃん／江國香織
　野生の雪だるま、雪子ちゃんは、ある日空
から降ってきた。好奇心旺盛な雪子ちゃん
は、学校へ行ったりなわとびしたり大冒険を
します。いずれは溶けてしまうけど、何事に
も一生懸命な雪子ちゃんの大胆さからは、生
きる勇気をもらえるでしょう。子どもから大
人まで誰もが元気づけられるだろう一冊。

電車をデザインする仕事／水戸岡 鋭治
　「ななつ星ｉｎ九州」をはじめ、ＪＲ九州観光
列車のデザイン等で有名な水戸岡氏の流
儀を綴った一冊。鉄道ファンならずとも、プ
ロの仕事の流儀を知りたい人には、興味深
い内容となっている。斬新なデザインで作
られた車両や駅舎の作品と、仕事の裏側も
紹介されている。

本着新 内案ご

子育てカレンダー

 カ  カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点  　☎ 46-6656
 パラソル  パラソルセンター　   問パラソルセンター　☎ 46-5720
 開発  開発センター

★自由遊び  カ    9：00～15：00
（活動内容により時間帯を変更することがあります）

4/16（水）　4/18（金）　4/21（月）　4/22（火）　
4/23（水）　4/24（木）　4/25（金）　4/28（月）
4/30（水）　5/  2（金）　5/  3（土）　5/  7（水）
5/  8（木）　5/  9（金）　5/12（月）　5/13（火） 
5/14（水）　5/15（木）

★ぽっけの日
4/17(木) こいのぼり作りと茶話会　 カ 11:00～
5/ 1 (木) 善三美術館でリフレッシュ  カ 11:00～
5/15(木) ママ主催：ほっと・カフェ 　 カ 13:30～

★おもちゃ図書館“ミルク”  パラソル    9：00～11：30
4/27（日）　5/10（土）

★なかよしくまさん  パラソル     10：00～11：50
4/24（木）　おもちゃであそぼう
5/  8（木）　Smile mam mam

★その他
5/  7（水）　ブック・スタート  開発  13：30～

5/12（月）　絵本読み聞かせ  カ  11：40～

5/13（火）　子育てひろば 

　　　   　　[内容未定]  カ  13：30～

今日からあなたも聞き上手
　昨日、子どもさんと、どのような話をしましたか？思い出
してみましょう。
　「ただいま！　あのね…」子どもが話しているのに聞き
手が次のような対応をしたら、子どもはどのように感じる
でしょうか。
　①他の事をしながら聞く。
　②話している途中で話を切ってしまう。
　③話しより先に「～になるんでしょ」と言ってしまう。
　どうしたら『聞き上手』になれるのでしょうか。日頃から
言葉だけでなく表情や気持ち等でつながることが大切
です。つまり、理解するためには話している人を『見るこ
と』が重要なのです。　認め・褒め・励まし・伸ばそうとする
『多様な見方』を心がけましょう。

笑顔いっぱいの交流会

子育ちコーナー

赤ちゃんからはじめる木のある暮らし
／東京おもちゃ美術館

　小国町でも、昨年秋から木育を推進する
「ウッドスタート」が始まりました。本書は、
木を取り入れた子育ての良さを、暮らしや
おもちゃの活用など、さまざまな方向から
入門書として紹介。身近な自然あそびのヒ
ントやおすすめの絵本など、子育てに役立
つ内容満載となっています。
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ご
心
配
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
国
郷
は
、医
師
の
数
も
住
民
の
数

も
徐
々
に
減
少
傾
向
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。以
前
と
同
じ
体
制

を
継
続
し
て
い
て
も
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
事
態
が

今
後
も
起
こ
り
え
ま
す
。そ
こ
で
、今
回

の
難
局
を
機
に
、小
国
公
立
病
院
に
１

つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
変
革
）を
起
こ

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
４
月
か
ら「
内
科
」と
い

う
診
療
科
を
な
く
し
、「
総
合
診
療
科
」

と
い
う
新
た
な
診
療
科
を
作
り
ま
す

　

総
合
診
療
科
は
、特
定
の
臓
器
や
病

気
を
み
る
の
で
は
な
く
、患
者
さ
ん
を

１
人
の「
人
」と
し
て
と
ら
え
、総
合
的
・

多
角
的
に
診
療
を
行
う
科
の
こ
と
で

す
。当
院
の
総
合
診
療
科
で
対
応
で
き

る
範
囲
は
当
院
で
治
療
を
行
い
、専
門

医
へ
の
紹
介
が
必
要
な
時
は
、速
や
か

に
専
門
医
を
紹
介
し
ま
す
。こ
れ
ま
で

の
内
科
外
来
を
担
当
し
て
い
た
医
師
に

加
え
、外
科
、脳
神
経
外
科
の
医
師
も
総

合
診
療
科
の
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、少
子
高
齢
化
の
進
ん
だ

こ
の
小
国
郷
で
は
、こ
の
様
な
総
合
診

療
医
的
な
医
師
像
が
理
想
的
で
あ
る
こ

と
は
今
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、既

に
、院
長
、副
院
長
は
総
合
診
療
医
と
し

て
の
国
内
唯
一
の
資
格
で
あ
る
、プ
ラ

イ
マ
リ
ー
ケ
ア
認
定
医
を
取
得
し
て
い

ま
す
。医
師
不
足
を
補
い
な
が
ら
も
、こ

れ
ま
で
以
上
に
、全
人
的
な
医
療
を
提

供
で
き
る
様
、ス
タ
ッ
フ
を
あ
げ
て
努

力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、熊
本
大
学
総
合
診
療
科
、

血
液
内
科
、熊
本
赤
十
字
病
院
、そ
し

て
菊
池
恵
楓
園
か
ら
支
援
医
師
を
派
遣

し
て
い
た
だ
き
、な
ん
と
か
、表
の
様
な

総
合
診
療
科
の
外
来
診
療
体
制
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

ま
た
、３
ヶ
月
交
代
で
す
が
、大
学
・
日

赤
か
ら
、入
院
診
療
に
あ
た
る
こ
と
の

で
き
る
常
駐
の
内
科
系
支
援
医
師
を
１

年
間
切
れ
目
な
く
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。今
後
と
も
安
心
し
て
、当

院
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

病
院
の
診
療
体
制
の
改
革
と
、外
部

か
ら
の
応
援
医
師
派
遣
で
な
ん
と
か

診
療
を
継
続
で
き
ま
す
が
、小
国
郷
の

内
科
医
不
足
は
現
在
も
続
い
て
い
ま

す
。今
後
も
医
師
・
看
護
師
な
ど
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
に
、町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「
内
科
」か
ら「
総
合
診
療
科
」へ

　
～
今
こ
そ
変
革
の
と
き
～

総合診療科 月 火 水 木 金

１診
予約外来

熊大
総合診療科

熊大
総合診療科

日赤医師
（週替）

熊大血液内科
（週替）

菊池恵楓園

楠原
２診

予約外来
熊大血液内科

山口
循環器科

片岡
熊大血液内科

山口
熊大

総合診療科
循環器科

片岡
３診

急患対応等
消化器外科

古閑
消化器外科

坂本
消化器外科

古閑
脳神経外科

山田
熊大血液内科

山口

総合診療科 外来診療表 2014/4/1　現在

常勤医師 非常勤医師

総合診療科・循環器科部長　片岡恵一郎院　長　坂本　英世

　

今
年
２
月
に
、期
せ
ず
し
て
内
科
医

が
１
人
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
決
ま

り
、と
う
と
う
純
粋
な
一
般
内
科
医
が

小
国
郷
に
１
人
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。こ
の

１
ヶ
月
間
、北
里
耕
亮
町
長
、坂
本
英
世

院
長
を
中
心
に
、病
院
を
あ
げ
て
、町
を

あ
げ
て
、こ
の
大
変
な
状
況
を
打
開
し

よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。町
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
も
含
め
、様
々
な
動
き

が
身
を
結
び
、な
ん
と
か
４
月
以
後
の

最
低
限
の
医
師
確
保
が
叶
い
ま
し
た
。
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個人住民税が引き上げられます
　個人住民税の均等割額が全国的に年間 1,000 円
引き上げられます（個人県民税 500 円、個人町民税
500円）。
　税額引き上げによる増収分は地方公共団体が実施
する防災費用に充てられます。実施期間は平成 26
年度から平成 35 年度までの 10 年間です。皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。
問小国町役場税務課　☎ 46-2130

学校給食費の改定のお知らせ
　学校給食費は、平成19年度の改定以来、7年間据え
置いてきましたが、消費税の改正で、平成26年4月１日
から消費税率が5％から8％に改定されたため、消費
税増税分（3％）の引き上げをすることになりました。
　保護者の皆さんには負担をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
◎改定後の給食費（月額）
　小学校3,090円（改正前3,000円）
　中学校3,700円（改正前3,600円）
◎納入月　4月～3月（8月を除く）までの11ケ月
◎改定月　平成26年4月から
問小国町教育委員会　学校教育係　☎46-3317

空き家情報を募集しています
　小国町では、町内への移住を考えている人のため
に、町内の空き家情報を集めています。
　町内に家屋を所有し、そこに移住者を住まわせても
よいとお考えの場合は、小国町役場情報課までお電
話ください。お電話では、家屋についてお尋ねします。
①所有者、②所在地、③ご連絡先
④�家屋の概要（敷地面積、建築された年、設備、改
修が必要かどうか、主要施設への距離など）
⑤価格（売却価格又は家賃額）
問小国町役場情報課　☎ 46-2113

危険物取扱者試験のお知らせ
◎試験地　熊本市、八代市、天草市、玉名市
◎願書受付期間　書面申請　4月14日～ 23日
　　　　　　　　電子申請　4月11日～ 20日
◎試験日　6月8日（日）
◎試験種類　甲種、乙種第 1～ 6種、丙種
問消防試験研究センター熊本県支部
☎ 096-364-5005

「狂犬病予防注射」の料金が改正されます
　今年 4月1日から、国の施策により消費税が増税
され、それに伴い、「狂犬病予防注射」の料金も同
日から改正されます。「狂犬病」は発症すると、効果
的な治療法がなく、100％死に至る恐ろしい病気で
す。町民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いし
ます。登録料 3,000 円は、変更ありません。
　なお、平成 26 年度狂犬病予防集合注射（春季）は、
4月23日（水）、24日（木）に実施予定です。
◎狂犬病予防注射料金
　（現行）2,500 円　　→　　（新料金）2,570 円　
問小国町役場住民課　☎ 46-2115

　遠足や運動会、ハイキングなど、イベントが多い
季節になりました。気温が高くなると、食中毒が起こ
りやすくなります。食品の衛生的な取り扱いを心がけ
ましょう。
お弁当を作るときは…
・必ず食べる当日に作りましょう。
・作る前、食べる前には手をよく洗いましょう。
・��食品は、中心部までしっかり加熱し、十分に冷まし
てから清潔な箸で弁当箱に詰めましょう。
・�お弁当は涼しいところで保管し、早めに食べましょう。
・食べ残しの食品は、思い切って捨てましょう。

春は行楽のシーズンです
食中毒に注意しましょう！

　現在、「金銭又は有価証券の受取書」については、
記載された受取金額が 3万円未満のものが非課税と
されていますが、平成 26 年 4月 1日以降に作成さ
れるものについては、受取金額が 5万円未満のもの
について非課税とされることとなります。
　「金銭又は有価証券の受取書」とは、金銭又は有
価証券を受領した者が、その受領事実を証明するた
めに作成し、相手方に交付する証拠証書をいいます。
　したがって、「領収証」、「領収書」、「受取書」や「レ
シート」はもちろんのこと、金銭又は有価証券の受
領事実を証明するために請求書や納品書などに「代
済」、「相済」、「了」などと記入したもの、さらには、「お
買上票」などと称するもので、その作成の目的が金
銭又は有価証券の受領事実を証明するために作成す
るものであるときは、金銭又は有価証券の受取書に
該当します。
　なお、詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.
go.jp）をご覧いただくか、最寄りの税務署にお尋ね
ください。
問税務署　☎ 22-0551※自動音声案内

国税のお知らせ ー 「領収証」等に係る
印紙税の非課税範囲が拡大されました
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4 16 515
卯月 皐月

水 道 当 番 店

20 日

（有）  伊   藤   設   備 ☎46-2231

（ 資 ）　 小 国 資 源 開 発 ☎46-4078

瀬 尾 設 備 ☎46-3580

27 日
伊 藤 鉄 工 所 ☎46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46-2236

29 祝

（ 有 ）宇 　 野 　 電 　 器 ☎46-2240

（ 有 ）財 　 津 　 総 　 業 ☎46-2819

キタ ザト 商 店 水 道 部 ☎46-6148

3 祝

（有）  　 産  　 　 　 興 ☎46-2507

（ 有 ）穴 　 井 　 住 　 設 ☎46-2331

宮 崎 水 道 ☎46-5048

4 日

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

佐 藤 設 備 ☎46-5174

た か の 住 設 ☎46-2731

5 祝

北 里 電 業 水 道 設 備（ 有 ） ☎42-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

6 祝

（有）  伊   藤   設   備 ☎46-2231

（資） 小 国 資 源 開 発 ☎46-4078

瀬 尾 設 備 ☎46-3580

11 日
伊 藤 鉄 工 所 ☎46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46-2236

5

4

消 費 生 活 相 談
問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　　4 / 22            　     　5 / 13

木 　　4 / 17  ・  24　　　 5 / 8  ・  15

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00～16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りのか

た、債務問題でお悩みのかたは、気軽にご相談くだ
さい。

※電話相談も受け付けています。

学 校 公 開 日
5 / 15 木 小国小・小国中　9：30 ～ 12：30

　坂本善三美術館では、今年も下記のとおり｢美術教室｣
を開催します。どのコースも、初心者や道具のない人で
も参加できます。興味のあるコースを選んで申込んでく
ださい。
　いずれのコースも、開催場所は、坂本善三美術館です。
　参加費は、各コースも6回で,5000円（ファミリーコース
は6回で1家族5,000円）です。ただし、別途材料費がかか
る場合があります。内容など詳細については、美術館ま
でお問合せください。
美術コース（全6回）
　◎日時　�5月～9月の毎月第3土曜（変則）
　　　　　13：00～16：00
　◎対象　一般（中学生以上）定員10人
　◎内容　�天然藍による型染め（講師：杉��枝里奈先生）
　　　　　道具は貸し出します。経験問わず。
手づくりコース（全6回）
　◎日時　5月～10月の毎月第2土曜
　　　　　13：00～16：00（5月は14：00～）
　◎対象　一般(どなたでも)�定員10人
　◎内容　アクセサリー作り、草木染、布小物作り等
ファミリーコース（全6回）
　◎日時　5月～10月の毎月第4土曜
　　　　　10：00～12：00
　◎対象　保護者と子ども　定員10組
　◎内容　�木あそび、Tシャツづくり、大きな絵など毎回

活躍中の作家と一緒に作品作りをします。
問坂本善三美術館　☎46-5732　　

美術教室参加者募集のお知らせ

　税 務 告 知 板
問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

　今月の町税は、次のとおりです。
　 税額を通知書でご確認の上、納期期限内に納付をお

願いします。
◎軽自動車税
◎納期限及び口座振替日：４月25日（金）
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元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

17 木
9：30～ 宮原7部集会所

13：30～ 西里多目的集会所

18 金
9：30～ 宮原2部集会所

13：30～ 西村公民館

23 水
9：30～ 塩井川公民館

13：30～ 悠ゆう館

24 木
9：30～ 黒渕公民館

13：30～ 杖立温泉会館

25 金
9：30～ 万成寺公民館

13：30～ 旧下城小学校

7 水
9：30～ 北里3部集会所

13：30～ 室原公民館

8 木
9：30～ 宮原7部集会所

13：30～ 西里多目的集会所

9 金
9：30～ 宮原2部集会所

13：30～ 西村公民館

13 火 13：30～ 倉原公民館

14 水
9：30～ 塩井川公民館

13：30～ 悠ゆう館

15 木
9：30～ 黒渕公民館

13：30～ 杖立温泉会館

16 金
9：30～ 万成寺公民館

13：30～ 旧下城小学校

16 水

17 木 3歳児健診 開発 13：00～13：15

18 金

19 土

20 日

21 月 心配ごと相談 パラソル 10：00～11：30

22 火

23 水

24 木

25 金
すこやか育児相談 開発  10：00～12：00
無料法律相談 開発 10:00～15:00

26 土
ＺＥＮＺＯアートフリマ（10：00～17：00）
坂本善三美術館

27 日

28 月

29 火 昭和の日　　　　　　　　 　パラソル休館日

30 水

1 木

2 金
年 金 相 談  開 発  1 0 : 0 0 ～ 1 5 : 0 0【 予 約 制 ☎
096(367)2503】

3 土 憲法記念日　　　　　　　　 パラソル休館日

4 日 みどりの日　　　　  　　　　 パラソル休館日

5 月 こどもの日　　　　  　　　　 パラソル休館日

6 火 振替休日

7 水
3～4ヶ月児健診・6～7ヶ月児健診 開発 受付
13：00～13：15

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月 心配ごと相談 パラソル 10：00～11：30

13 火 行政相談 パラソル 10:00～12:00

14 水

15 木 1歳6ヶ月児健診 開発 受付13：00～13：15

休日在宅医
4/20~
     5/11 小 国 公 立 病 院 ☎46-3111

20 坂梨ハートクリニック ☎24-6262

27 栗 林 内 科 医 院 ☎24-1024

29 た くも と 小 児 科 ☎347-2202

3 眼 科 　 古 嶋 医 院 ☎34-0008

4 家 入 整 形 外 科 ☎32-0048

5 古 閑 医 院 ☎22-3000

6 大 阿 蘇 病 院 ☎22-2111

11 問 端 内 科 ☎32-0102

17

おぐにのカレンダー    パラソル  パラソルセンター　  開発  開発センター

5

4

4

5

4

5

※�カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。
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町のうごき
平成26年3月1日現在（前月比）

総人口　7,864人　（＋1）
男　性　3,745人　（−3）
女　性　4,119人　（＋4）
世帯数　3,094人　（＋9）

昭和62年9月17日指定
現存生家規模　8畳2間
構造　木造　杉皮葺　平屋建
面積　50平方メートル

総庄屋北里伝兵衛家から分家して
坂下屋敷と称していたが、明治
28年（1895）空家となったため
座敷の2間を残して他は取り壊し
た。現存するのは、その一部。

世界的な細菌学者である北里柴
三郎博士が、小国が生んだ偉大
な人物であることは多くの方が
ご存知だと思います。その柴三
郎博士の生家は、北里にある
北里柴三郎記念館の敷地内にあ
り、町指定の史跡として大切に
保存されています。

嘉永5（1852）年に博士は、北里
惟信の長男としてこの家に生まれ
少年の日を過ごしました。もとも
とこの家は、現在の柴三郎記念館
敷地の北側に隣接する、通称坂下
屋敷にあった建物の一部です。明
治28（1895）年、博士が故郷で
ある小国から両親を招き一家が東
京で暮らすようになった時、旧居
を縮小して現在の二部屋にしたも
のと伝えられています。（建物に
はその時切断された梁や桁の跡が
今でも残っています。）昭和40
年河川改修の関係で現在の敷地に
移築され、昭和62年には北里研
究所、北里学園をはじめ、多くの

方々のご協力を得て生家の復元・
修復が行なわれました。現在は、
一般財団法人学びやの里が管理し
ています。

北里柴三郎博士は、明治４（1871）
年に熊本医学校に学び、さらに東
京医学校（現東京大学医学部）に
進みました。卒業後は、内務省衛
生局に勤務。国の留学生として結
核菌の発見者であるドイツのロー
ベルト・コッホに師事し、ここで
貴重な研究業績を次々と発表しま
す。特に、破傷風菌の純粋培養法
の確立（1889）と血清療法の発
見（1890）は前人未到のもので、
世界の医学界にその名をとどろか
せました。帰国後、福沢諭吉など
の援助により、伝染病研究所を設
立し、わが国の近代医学に大きな
足跡をとどめました。その他、大
正3（1914）年、北里研究所を創
設するなど、昭和6（1931）年に
死去するまで終生わが国の公衆衛
生、医学教育、医療行政の発展に
貢献しました。

　　�北里柴三郎記念館　　
　　　
場　所　小国町北里3199
開　館　9:30～16:30
休館日　�毎週水曜日（休日にあた

るときは翌日休館）
問�☎46-5466

春の湧蓋山
久しぶりに空と空気が澄みきり、雄大

な姿を見せてくれた小国富士。

もうすぐ緑のベールをまとい、ミヤマ

キリシマの淡いピンクで薄化粧。登山

シーズン到来です。湧蓋山に登り、帰

りは温泉でリフレッシュしてはいかが

ですか。

ようやく春ですね。家の近くでは

ウグイスが気持ちよさそうに鳴い

ています。春といえば旅立ちの季

節でもあります。広報担当のモリ

エミさんは内閣府へ2年間派遣。

いきなり回ってきた代役に、モタ

つきながらもできた4月号。

ひとつのものを作り上げる難しさ

を痛感しました。さて、これから

始まる環境モデル都市の取り組み

も住民のみなさんと協働していく

ことで、より良いものが生まれる

のではないでしょうか。環境にや

さしく、人にもやさしく。これが

私のモットーです。

東京へ行く同級生のモリエミさん。

体に気をつけて、しっかりがん

ばってね。たまには、小国へ帰っ

て国政情報や動向などのおみやげ

を楽しみにお待ちしています。今

後とも、広報おぐにを末永くよろ

しくお願いします。

（タカツナ）

季節の写真
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小国のお宝③

町内各所にある文化財。2月・3月号では、黒渕にある国指
定天然記念物「阿弥陀杉」をご紹介しました。今回は、小国
町の指定文化財の一つをご紹介します。

町�指�定�史�跡　　北�里�柴�三�郎�博�士�旧�邸

編  集  後  記


